
《学校経営の方針》 
                                                            大平町立大平南中学校 
１．全体構想図 

  学校教育目標  
 ◇知性を磨き、創造的に活動する生徒（聡く） 
 ◇人権を尊重し、みんなの幸福を願う生徒（優しく） 
 ◇心身ともに健全な生徒（健やかに） 
 

 
  めざす学校像   

 
  めざす教師像  

◇仲間を大切にする楽しい学校 
◇豊かな心を育てる温かい学校 
◇保護者、地域の人々との信頼関係が 
  しっかりと構築されている学校 
 

◇一人一人の生徒を大切に見守る教師 
◇生徒の能力を最大限に引き出すため
 に、研究・創意工夫を怠らない教師 
◇組織の一員として協働できる教師 
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確かな学力の向上 

 
 
 

 
豊かな心の涵養 

 
 
 

 
家庭・地域との連携 

 
 
       

    
 
 
 
 
 

 
①基礎・基本の定着 
②学習指導法の充実 
③指導と評価の一体化 

 
 
 
 
 

 
①生徒指導の充実 
②道徳教育の充実 
③読書活動の充実 

 
 
 
 
 

 
①家庭との連携の強化 
②開かれた学校づくり 
③地域との連携の強化 

 
 
 
 
       

    
 
 
 
 

    
 
 
 

 
①基礎・基本の定着 
  ◇指導すべきこと、考えさ 
 せるべきことを明確にし  
て確実な定着を図る。 
  ◇新指導要領に基づく言語
  活動の充実を図る。 
  ◇自学自習の意欲を持たせ 
 学年に応じた家庭学習の    
 習慣化を図る。 
②学習指導法の充実 
 ◇すべての教科・領域で表現
  力・発言力を高める指導の
  充実を図る。 
  ◇授業力向上を目指して積 
 極的に授業研究を行う。 
③指導と評価の一体化 
  ◇本時で何を学ぶのかを明 
 確に生徒に伝える。 
  ◇どの点を伸ばせば評価が 
 上がるのかを生徒に説明 
  できるようにしておく。 
  ◇補助簿を充実させ、評価 
  の精度をさらに高める。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①生徒指導の充実 
  ◇生徒指導主事を軸とし
  た指導体制の徹底。 
  ◇いじめ問題への早期発
  見・早期対応。    
◇善悪の判断力の育成と 
 規範意識高揚の指導を 
 徹底する。    
②道徳教育の充実 
  ◇豊かな人間関係を構築
  し、悩み・夢・感動等 
   に共感する姿勢をもっ
  て指導に当たる。 
  ◇自尊感情・他尊感情を 
  高める指導の強化。 
  ◇理論を理解させるだけ
  でなく、実践意欲を育
  てていく。 
③読書活動の充実    
 ◇朝の読書タイムを活用
  し、豊かな人間性の醸 
 成を図る。      ◇
教師も共に学ぶ姿勢を 
    もって指導に当たる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①家庭との連携の強化 
 ◇家庭との連絡を密にし、 
    信頼関係を構築する。 
  ◇生徒に関する情報を収集 
  し、生徒指導に生かす。 
  ◇学年・学校だより等によ 
 り、可能な限り学校の情  
報を提供する。 
②開かれた学校づくり 
  ◇保護者や地域の人々への 
  外部評価を実施し、学校 
  に対する要望や意見を真
  摯に受け止め、学校経営 
 に生かしていく。 
  ◇学校行事に地域住民を招
  待し、学校に対する理解 
    を深めていただくととも
  に支援を要請する。 
③地域との連携の強化 
 ◇地域の教育力を生かした
  体験学習の充実を図る。 
  ◇各学校行事等に積極的に
  学校支援ボランティアを
  活用する。 
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